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は
じ
め
に 

　
　
～
診
療
報
酬
改
定
の
動
向

厚
生
労
働
省
は
11
月
４
日
、
厚

生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
で
２
年

に
１
回
、
診
療
報
酬
の
点
数
（
価

格
）
を
決
め
る
中
医
協
（
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
）
に
対
し
、

「
医
療
経
済
実
態
調
査
」
の
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書

は
２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

の
基
礎
資
料
と
さ
れ
ま
す
。

報
告
で
は
、
前
回
診
療
報
酬
改

定
（
２
０
１
４
年
度
）
を
前
後
す

る
２
年
間
の
損
益
（
利
益
）
状
況

の
比
較
で
、一
般
病
院
全
体
で
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、
平
均
損
益

率
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
１
％
と
赤
字

幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

一
般
病
院
は
２
０
０
６
年
度
か

ら
赤
字
に
転
落
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
４
年
４
月
の
診
療
報
酬
引

き
下
げ
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
消

費
税
増
税
（
５
％
→
８
％
）
に
よ

る
負
担
増
加
が
経
営
難
に
拍
車
を

か
け
、
全
国
の
病
院
経
営
が
厳
し

い
局
面
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

憲
法
守
る
政
治
の
実
現
を

い
ま
２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
対
し
て
、
財
務
省
の
財
政

2015年度なんとしても黒字化めざし、
上半期の前進面をさらに伸ばして下半期も
全力で取り組みましょう！

専務理事　横山　公樹

協会職責者会議（2015.10.31 TKPガーデンシティ仙台  アエル21F）であいさつする今田理事長

制
度
等
審
議
会
は
２
０
１
５
年
度

介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
続
く

「
診
療
報
酬
本
体
の
大
幅
な
マ
イ

ナ
ス
改
定
」
へ
と
圧
力
を
強
め
て

い
ま
す
。
財
務
省
筋
で
は
「
マ
イ

ナ
ス
６
％
」と
も
喧
伝
し
て
お
り
、

こ
ん
な
こ
と
を
許
す
と
現
に
進
ん

で
い
る
医
療
・
介
護
崩
壊
は
い
っ

そ
う
深
刻
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
医
療
・
介
護
制
度

改
悪
を
や
め
さ
せ
、
診
療
報
酬
引

き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

憲
法
を
踏
み
に
じ
り
、
社
会
保

障
費
抑
制
の
一
方
で
軍
事
費
増
額

を
強
め
る
「
違
憲
」
政
治
を
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
の
宮
城
県
会
議
員
選
挙
の
大

き
な
変
化

を
、
来
年

７
月
の
参

議
院
議
員

任
期
満
了

に
伴
う
国

政
選
挙
で

の
大
き
な

う
ね
り
に

し
て
、
憲

法
守
る
政

治
を
実

現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

2013年度 → 2014年度（変化）
医療法人 2.1% → 2.0％ （↓）
国　　立 3.3% → ▲0.3％ （↓）
公　　立 ▲8.3% → ▲11.3％ （↓）
全　　体 ▲1.7％ → ▲3.1％ （↓）

一般病院の損益率（報告書から抜粋）



　
晴
天
に
恵
ま
れ
病
院
駐
車
場
に
て
盛
大
に
開

催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い

の
「
二
小
ソ
ー
ラ
ン
」。
記
念
講
演
は
、「
日
本

を
戦
争
す
る
国
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
題
し
、

み
や
ぎ
憲
法
９
条
の
会
事
務
局
長
の
板
垣
乙
未

生
氏
が
お
話
し
、
安
保
法
制
の
本
質
、
日
本
の

安
全
保
障
は
軍
事
力
強
化
で
な
く
、
憲
法
９
条

に
よ
る
「
非
戦
の
信
用
力
」
を
生
か
し
た
平
和

外
交
で
！
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
藤
裕
会
の
皆

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
三

味
線
演
奏
や
民
謡
が
あ

り
ま
し
た
。
午
後
は
古

川
民
族
芸
能
の
会
に
よ

る
「
太
鼓
演
奏
」
で
開

幕
。
お
楽
し
み
演
芸
発

表
会
で
は
熱
の
こ
も
っ

た
数
々
の
演
技
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
友
の
会
と
地

域
と
の
結
び
つ
き
が
広

が
っ
た
す
ば
ら
し
い
ま

つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

第
28
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
古
川
支
部

　
前
日
ま
で
の
雨
も
あ
が
り

格
好
の
ま
つ
り
日
和
。
蛸
薬

師
境
内
と
長
町
病
院
北
棟

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
地
元
長
町
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。
サ
ー
ク
ル
や
ブ

ロ
ッ
ク
の
出
し
物
、学
生
さ
ん
の
「
ク
ロ
ー

ス
ア
ッ
プ
マ
ジ
ッ
ク
」
や
ア
カ
ペ
ラ
な
ど
ス

テ
ー
ジ
は
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
初
登

場
「
仙
台
の
歌
姫
」
こ
と
山
田
祥
子
さ

ん
（
太
白
区
出
身
・
在
住
）
が
、
情
感

あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
歌
唱
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ッ
プ
ス
の
子

ど
も
た
ち
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
。

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

も
た
く
さ
ん
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
成
功
を
受
け
、「
友
の
会
組
織
強
化
・

発
展
月
間
」
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
晴
れ
あ
が
っ
た
青
空
の
下
、
賀
茂
神
社
駐
車
場
で
開
催
。

迫
力
あ
る
「
長
命
太
鼓
」
の
演
武
で
始
ま
り
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
た
民
謡
や
童
謡
・
日
本
舞
踊
が
続
き

ま
し
た
。
10
年
以
上
も
腹
話
術
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し

て
い
る
ス
マ
イ
リ
ー
チ
バ
さ
ん
の
人
形
と
一
体
と
な
っ
た
演

技
に
惜
し
み
な
い
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
泉
館
山
高
校

吹
奏
楽
部
の
若
々
し
い
演
奏
に
は
盛
大
な
ア
ン
コ
ー
ル
も
。

大
抽
選
会
で
、
１
等
賞
当
選
者
（
１
万
円
の
商
品
券
）
は
、

「
こ
の
時
期
の
１
万
円
は
本
当
に
助
か

り
ま
す
」
と
生
活
感
あ
ふ
れ
る
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
例
年
以
上
に

多
く
の
職
員
が
参
加
し
、
ま
た
資
金
的

援
助
も
あ
り
、
買
い
物
券
つ
き
の
入
場

券
に
し
、

券
の
普
及

も
参
加
者

も
昨
年
よ

り
増
え
ま

し
た
。

第
19
回
泉
病
院
友
の
会

10月4日
1000名超

10月4日
約1100名

健
康
ま
つ
り

泉館山高校吹奏楽部

＊
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

第
24
回
仙
台
南
健
康
友
の
会9月27日

1000名超

各
地
域
で
大
盛
況
！

各
地
域
で
大
盛
況
！

友の会友の会

会員さん発表の
たますだれ

た
く
さ
ん
の
参
加
者

スマイリーチバさんの腹話術

東
北
大
ア
カ
ペ
ラ

   

サ
ー
ク
ル
「
パ
リ
ロ
ス
」

青空もちつき

健
康
ま
つ
り

上
半
期
経
営
の
特
徴
～ 

大
き
く
増
収
・
増
益
と
な
る
も
、

黒
字
化
に
は
届
か
ず

宮
城
厚
生
協
会
の
２
０
１
５
年

度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）
は
、

前
期
か
ら
の
各
事
業
所
の
取
り

組
み
を
反
映
し
、
法
人
全
体
で

３
億
62
百
万
円
の
収
益
増
加
（
伸

び
率
１
０
４
・
９
％
）
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
診

療
報
酬
引
き
下
げ
（
実
質
▲
１
・

26
％
）、
２
０
１
５
年
度
介
護
報

酬
引
き
下
げ
（
実
質
▲
４
・
48
％
）

と
相
次
い
で
医
療
・
介
護
の
仕
組

み
や
点
数
（
価
格
）
が
切
り
下
げ

ら
れ
て
い
る
な
か
で
の
収
益
増
加

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
努
力

が
反
映
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
費
用
の
増
加
も
大
き

く
、
前
期
か
ら
２
億
70
百
万
円
増

加
（
伸
び
率
１
０
３
・
５
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
費
用
管
理
面
で
具

体
的
な
成
果
を
つ
く
り
出
す
こ
と

が
焦
眉
の
課
題
で
す
。

上
半
期
は
、
入
院
収
益
で
の
増

加
や
そ
の
た
め
の
病
床
稼
働
や
医

療
活
動
指
標
な
ど
の
改
善
を
通
し

て
、
事
業
収
益
77
億
85
百
万
円
ま

で
収
益
規
模
を
伸
ば
し
た
も
の
の

事
業
費
用
は
79
億
61
百
万
円
と
な

り
、事
業
損
益
▲
１
億
76
百
万
円
、

経
常
損
益
▲
１
億
89
百
万
円
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

経
常
損
益
は
、
前
期
か
ら

72
百
万
円
ほ
ど
改
善
し
ま
し
た

が
、
予
算
計
画
に
は
21
百
万
円
未

【上半期の経営成績】 （単位：百万円）

実績 予算比 前期比
事業収益 7,785 △10 +362

うち入院 4,441 37 +269
外来 2,148 △19 +25
介護 804 △21 +56

事業費用 7,961 13 +270
うち人件費 5,089 16 +111

材料費 878 31 +65
委託費 609 △0 +21

経費 750 △41 +9
減価償却費 405 0 +49

リース料 39 1 +3
支払消費税 191 6 +12

事業損益 △176 △23 +92
経常損益 △189 △21 +72

【事業所別　経常損益比較】　� （単位：百万円）

事業所 坂合計 長町 古川 泉 診療所 歯科群 訪問群 事務局 合計
上半期 △91 △48 △2 △39 △48 9 22 9 △189
対予算 △35 41 △5 △37 △13 6 11 10 △21
対前年 +40 +52 +10 △41 △31 +7 +25 +10 +72

達
成
で
す
。
下
半
期
は
改
善
し
て

き
た
内
容
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
年

度
決
算
で
の
黒
字
化
を
め
ざ
し
ま

す
。下

半
期
重
点
課
題
～
増
収
と
費

用
管
理
の
実
績
を
つ
く
り
年
度

決
算
の
黒
字
化
を
！ 

併
せ
て
、

公
益
寄
付
金
の
募
集
強
化
へ
！

下
半
期
の
重
点
は
、
事
業
収
益

の
予
算
超
過
を
め
ざ
し
な
が
ら
費

用
管
理
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た

財
務
状
況
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。現

在
、
理
事
会
は
①
設
備
投
資

の
一
時
凍
結
、
②
欠
員
不
補
充
、

③
人
員
増
は
事
業
所
・
部
門
毎
に

検
証
、
④
時
間
外
勤
務
実
態
の
改

善
、
⑤
職
場
で
の
費
用
削
減
活
動

の
強
化
、に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
公
益
事
業
を
安
定
し
支

え
る
た
め
に
「
公
益
寄
付
金
」
募

集
活
動
を
強
め
ま
す
。
こ
れ
は
公

益
法
人
に
寄
付
を
し
た
個
人
や
法

人
に
、
税
制
上
の
優
遇
処
置
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
寄
付
を
し
た
個
人
に
は
、
主

に
「
所
得
税
」
、
「
個
人
住
民

税
」
、
「
相
続
税
」
で
の
優
遇
。

・
寄
付
を
し
た
法
人
に
は
、
主
に

「
法
人
税
」
で
の
優
遇
。

坂総合病院救急病棟キックオフミーティングの様子

七ヶ浜仮設住宅炊き出し交流

改
め
て
説
明
の
機
会
・
ペ
ー
ジ

等
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
２
０
１
６
年
４
月
・
診

療
報
酬
改
定
、２
０
１
７
年
４
月
・

消
費
税
再
増
税
、
２
０
１
８
年
４

月
・
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
へ
と
事
業
環
境
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
宮
城
厚
生
協

会
は
、
非
営
利
・
公
益
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
事

業
で
社
会
に
貢

献
す
る
力
を
つ

け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ

の
方
向
性
を
示

す
中
長
期
事
業

構
想
を
策
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
の
役

割
を
明
確
に
し

て
い
き
ま
す
。
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友
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ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
歌
唱
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ッ
プ
ス
の
子

ど
も
た
ち
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
。

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

も
た
く
さ
ん
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
成
功
を
受
け
、「
友
の
会
組
織
強
化
・

発
展
月
間
」
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
晴
れ
あ
が
っ
た
青
空
の
下
、
賀
茂
神
社
駐
車
場
で
開
催
。

迫
力
あ
る
「
長
命
太
鼓
」
の
演
武
で
始
ま
り
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
た
民
謡
や
童
謡
・
日
本
舞
踊
が
続
き

ま
し
た
。
10
年
以
上
も
腹
話
術
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し

て
い
る
ス
マ
イ
リ
ー
チ
バ
さ
ん
の
人
形
と
一
体
と
な
っ
た
演

技
に
惜
し
み
な
い
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
泉
館
山
高
校

吹
奏
楽
部
の
若
々
し
い
演
奏
に
は
盛
大
な
ア
ン
コ
ー
ル
も
。

大
抽
選
会
で
、
１
等
賞
当
選
者
（
１
万
円
の
商
品
券
）
は
、

「
こ
の
時
期
の
１
万
円
は
本
当
に
助
か

り
ま
す
」
と
生
活
感
あ
ふ
れ
る
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
例
年
以
上
に

多
く
の
職
員
が
参
加
し
、
ま
た
資
金
的

援
助
も
あ
り
、
買
い
物
券
つ
き
の
入
場

券
に
し
、

券
の
普
及

も
参
加
者

も
昨
年
よ

り
増
え
ま

し
た
。

第
19
回
泉
病
院
友
の
会

10月4日
1000名超

10月4日
約1100名

健
康
ま
つ
り

泉館山高校吹奏楽部

＊
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

第
24
回
仙
台
南
健
康
友
の
会9月27日

1000名超

各
地
域
で
大
盛
況
！

各
地
域
で
大
盛
況
！

友の会友の会

会員さん発表の
たますだれ

た
く
さ
ん
の
参
加
者

スマイリーチバさんの腹話術

東
北
大
ア
カ
ペ
ラ

   

サ
ー
ク
ル
「
パ
リ
ロ
ス
」

青空もちつき

健
康
ま
つ
り
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今
年
も
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
を
会
場
に
開
催
。
恒
例
の
講
演
は
齋
藤
所

長
の
「
冬
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
題
し
た
お
話
で
役
に
立
つ
と
好
評
で

し
た
。健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、今
回
初
め
て
頚
動
脈
エ
コ
ー
体
験
を
行
な
い
、

多
く
の
方
が
体
験
さ
れ
担
当
職
員
も
休
み
な
し
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
ハ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
し
た
。
午
後
の

幕
開
け
は
「
青
葉
和
九
輪
来
」
の
す
ず
め
踊
り
、

太
鼓
や
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
子
雀
た
ち
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
。

歌
や
演
奏
、
詩
吟
や

体
操
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
最

後
の
大
抽
選
会
で
さ
ら

盛
り
上
り
ま
し
た
。
当

日
、
地
域
に
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
見
て
来
場
し

た
方
が
友
の
会
に
入
会

さ
れ
、
月
間
の
取
り
組

み
に
弾
み
の
つ
い
た
１
日

に
な
り
ま
し
た
。

第
21
回
仙
台
錦
町
診
療
所
健
康
ま
つ
り

10月18日
80余名

　 

六
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
地
元「
六
郷
す
ず
め
っ

こ
」
の
か
わ
い
い
「
す
ず
め
踊
り
」。
講
演
は
「
脱
原
発
と
市
民
共
同
発

電
〜
平
和
で
安
全
な
未
来
を
子
供
達
の
た
め
に
」
と
題
し
て
水
戸
部
所
長

が
お
話
し
ま
し
た
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
は
、「
骨
密
度
測
定
」「
健
康
相
談
」「
味

噌
汁
の
塩
分
測
定
」
を
行
な
い
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
始
め
た
「
ハ
ン
ド
マ
サ
ー
ジ
」
は
大
好
評
。

早
坂
看
護
師
の
「
笑
う
ヨ
ガ
」
も
会
場
い
っ
ぱ

い
笑
い
が
溢
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
「
無
料

の
激
う
ま
と
ん
汁
」

も
大
好
評
。

午
後
は
わ
ら
び

座
の
方
の
独
唱

に
合
わ
せ
て
踊

る
方
も
。
最
後

は
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」。
地
元

の
お
い
し
い
食
材

に
感
謝
し
な
が

ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
「
健
康
ま
つ
り
」

で
し
た
。

第
14
回
若
林
健
康
友
の
会

11月１日
330名

第
37
回
み
や
ぎ
東
部
健
康
福
祉
友
の
会

　
や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
中
新
田
地
区
多

田
川
太
鼓
の
演
奏
。
記
念
講
演
は
「
地
域
で
支
え
る
認
知
症
」
と
題
し

て
今
田
隆
一
先
生
が
お
話
し
ま
し
た
。「
認
知
症
」
の
方
を
地
域
で
支
え
る

こ
と
の
重
要
性
や
予
防
に
つ
い
て
解
り
易
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
出
演

は
、
こ
ば
と
幼
稚
園
園
児
の
虎
舞
と
翔
彩
綺
羅
楽
さ
ん
の
踊
り
。
特
別

企
画
と
し
て
、
猪
股
洋
文
加
美
町
長
が
「
指
定
廃

棄
物
最
終
処
分
場
白
紙
撤
回
」
に
向
け
た
町
の
考

え
方
を
理
路
整
然
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
第
２
部
は

会
員
に
よ
る
お

楽
し
み
発
表
会
。

歌
も
踊
り
も
プ
ロ

顔
負
け
の
出
来
栄

え
で
会
場
か
ら
は

拍
手
喝
采
。「
い

が
っ
た
！
い
が
っ

た
！
」
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
顔
が
生
き
生

き
と
輝
き
、
満
足
し

な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

第
16
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
加
美
支
部

　
本
小
牛
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
記
念
講
演
は
「
認
知
症
の

理
解
と
対
応
」。講
師
は
阿
部
育
実
さ
ん（
坂
病
院
認
知
症
認
定
看
護
師
）。

加
齢
現
象
の
物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
、
症
状
や
治
療
法
、
支
援
、
接

し
方
、
予
防
等
な
ど
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
別
出
演
は
、
小
牛
田
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
。
昼
食
休
憩
は
ど
の
模
擬
店
も
大

賑
わ
い
で
完
売
続
出
。
午
後
は
会
員
さ
ん
の
楽
し

い
演
芸
発
表
。
最
後
は
大

抽
選
会
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
展

示
コ
ー
ナ
ー
も
素
晴
ら
し
い

作
品
に
彩
ら
れ
、
多
く
の

方
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
10
回
記
念
と
し
て

参
加
者
全
員
に
記
念
品
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
ボ
ー
ル
ペ

ン
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
も
元
気
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

第
10
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
遠
田
支
部

　「
雨
に
も
ま
け
ず
、
風
に
も
ま
け
ず
」。
秋
の
好
天
が
続
い
て
安
心
し
て

当
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
何
と
朝
か
ら
強
風
、
時
雨
の
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
２

張
り
の
テ
ン
ト
は
、
比
較
的
風

の
弱
い
場
所
に
移
動
し
て
芋
煮

の
準
備
を
し
ま
し
た
。
外
で
予

定
し
て
い
た
人
気
の
バ
ザ
ー
も

急
遽
待
合
室
に
移
動
と
い
う
バ

タ
バ
タ
で
し
た
。
屋
内
ス
テ
ー

ジ
で
は
地
元
の
芸
達
者
な
皆
さ

ん
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
特
徴
は
、

初
め
て
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ

と
で
、
当
日
券
は
60
人
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の

所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
二
胡
演

奏
な
ど
も
あ
り
、
ま
つ
り
に
文

化
的
な
華
を
そ
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
16
回
く
り
は
ら
健
康
福
祉
友
の
会

10月18日

450名
10月11日
450名

10月4日

2000名

　
名
称
変
更
後
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
で
初
開
催
。
ま
ず
は
キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ

ン
ス
「
ク
ラ
ッ
プ
ス
」
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
。
東
北
大
「
パ
リ
ロ
ス
」
の
ア

カ
ペ
ラ
、
友
の
会
民
謡
サ
ー
ク
ル
、
東
北
大
星
陵
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
続
き

ま
し
た
。昼
は
、来
場
者
も
加
わ
り「
友
の
会
音
頭
」な
ど
踊
り
、締
め
は「
ほ

う
ね
ん
座
」の
勇
壮
な「
太
鼓
」。
そ
し
て
大
抽
選
会
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
作
品
に
見
入
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
多
く
の
人
が
。
フ
リ
マ
も
売
れ
ゆ
き
好
調
。

健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
あ
ち

こ
ち
で
行
列
が
で
き
、

運
動
コ
ー
ナ
ー
で
は
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
気
持
ち
よ

く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
薬
剤
師
体
験
や
ち

び
っ
こ
広
場
も
に
ぎ
や
か
。

模
擬
店
も
完
売
続
出
。『
来

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。』
と
い
う
声
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

模
擬
店
は
完
売
続
出

10月25日
350名

盛
り
上
が
る
会
場

齋
藤
所
長
が
講
演

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

満員状態の健
康コーナー

参加者もいっしょに気持ちよく体操しました

元気いっぱいのかわいい「すずめ踊り」 雨のため待合室で行われたバザー。
34000 円の売り上げになりました

勇
壮
な
多
田
川
太
鼓

好評だった認知症講演

会員さんによ
る 3Ｂ体操
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今
年
も
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
を
会
場
に
開
催
。
恒
例
の
講
演
は
齋
藤
所

長
の
「
冬
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
題
し
た
お
話
で
役
に
立
つ
と
好
評
で

し
た
。健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、今
回
初
め
て
頚
動
脈
エ
コ
ー
体
験
を
行
な
い
、

多
く
の
方
が
体
験
さ
れ
担
当
職
員
も
休
み
な
し
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
ハ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
し
た
。
午
後
の

幕
開
け
は
「
青
葉
和
九
輪
来
」
の
す
ず
め
踊
り
、

太
鼓
や
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
子
雀
た
ち
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
。

歌
や
演
奏
、
詩
吟
や

体
操
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
最

後
の
大
抽
選
会
で
さ
ら

盛
り
上
り
ま
し
た
。
当

日
、
地
域
に
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
見
て
来
場
し

た
方
が
友
の
会
に
入
会

さ
れ
、
月
間
の
取
り
組

み
に
弾
み
の
つ
い
た
１
日

に
な
り
ま
し
た
。

第
21
回
仙
台
錦
町
診
療
所
健
康
ま
つ
り

10月18日
80余名

　 

六
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
地
元「
六
郷
す
ず
め
っ

こ
」
の
か
わ
い
い
「
す
ず
め
踊
り
」。
講
演
は
「
脱
原
発
と
市
民
共
同
発

電
〜
平
和
で
安
全
な
未
来
を
子
供
達
の
た
め
に
」
と
題
し
て
水
戸
部
所
長

が
お
話
し
ま
し
た
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
は
、「
骨
密
度
測
定
」「
健
康
相
談
」「
味

噌
汁
の
塩
分
測
定
」
を
行
な
い
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
始
め
た
「
ハ
ン
ド
マ
サ
ー
ジ
」
は
大
好
評
。

早
坂
看
護
師
の
「
笑
う
ヨ
ガ
」
も
会
場
い
っ
ぱ

い
笑
い
が
溢
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
「
無
料

の
激
う
ま
と
ん
汁
」

も
大
好
評
。

午
後
は
わ
ら
び

座
の
方
の
独
唱

に
合
わ
せ
て
踊

る
方
も
。
最
後

は
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」。
地
元

の
お
い
し
い
食
材

に
感
謝
し
な
が

ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
「
健
康
ま
つ
り
」

で
し
た
。

第
14
回
若
林
健
康
友
の
会

11月１日
330名

第
37
回
み
や
ぎ
東
部
健
康
福
祉
友
の
会

　
や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
中
新
田
地
区
多

田
川
太
鼓
の
演
奏
。
記
念
講
演
は
「
地
域
で
支
え
る
認
知
症
」
と
題
し

て
今
田
隆
一
先
生
が
お
話
し
ま
し
た
。「
認
知
症
」
の
方
を
地
域
で
支
え
る

こ
と
の
重
要
性
や
予
防
に
つ
い
て
解
り
易
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
出
演

は
、
こ
ば
と
幼
稚
園
園
児
の
虎
舞
と
翔
彩
綺
羅
楽
さ
ん
の
踊
り
。
特
別

企
画
と
し
て
、
猪
股
洋
文
加
美
町
長
が
「
指
定
廃

棄
物
最
終
処
分
場
白
紙
撤
回
」
に
向
け
た
町
の
考

え
方
を
理
路
整
然
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
第
２
部
は

会
員
に
よ
る
お

楽
し
み
発
表
会
。

歌
も
踊
り
も
プ
ロ

顔
負
け
の
出
来
栄

え
で
会
場
か
ら
は

拍
手
喝
采
。「
い

が
っ
た
！
い
が
っ

た
！
」
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
顔
が
生
き
生

き
と
輝
き
、
満
足
し

な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

第
16
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
加
美
支
部

　
本
小
牛
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
記
念
講
演
は
「
認
知
症
の

理
解
と
対
応
」。講
師
は
阿
部
育
実
さ
ん（
坂
病
院
認
知
症
認
定
看
護
師
）。

加
齢
現
象
の
物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
、
症
状
や
治
療
法
、
支
援
、
接

し
方
、
予
防
等
な
ど
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
別
出
演
は
、
小
牛
田
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
。
昼
食
休
憩
は
ど
の
模
擬
店
も
大

賑
わ
い
で
完
売
続
出
。
午
後
は
会
員
さ
ん
の
楽
し

い
演
芸
発
表
。
最
後
は
大

抽
選
会
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
展

示
コ
ー
ナ
ー
も
素
晴
ら
し
い

作
品
に
彩
ら
れ
、
多
く
の

方
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
10
回
記
念
と
し
て

参
加
者
全
員
に
記
念
品
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
ボ
ー
ル
ペ

ン
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
も
元
気
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

第
10
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
遠
田
支
部

　「
雨
に
も
ま
け
ず
、
風
に
も
ま
け
ず
」。
秋
の
好
天
が
続
い
て
安
心
し
て

当
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
何
と
朝
か
ら
強
風
、
時
雨
の
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
２

張
り
の
テ
ン
ト
は
、
比
較
的
風

の
弱
い
場
所
に
移
動
し
て
芋
煮

の
準
備
を
し
ま
し
た
。
外
で
予

定
し
て
い
た
人
気
の
バ
ザ
ー
も

急
遽
待
合
室
に
移
動
と
い
う
バ

タ
バ
タ
で
し
た
。
屋
内
ス
テ
ー

ジ
で
は
地
元
の
芸
達
者
な
皆
さ

ん
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
特
徴
は
、

初
め
て
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ

と
で
、
当
日
券
は
60
人
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の

所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
二
胡
演

奏
な
ど
も
あ
り
、
ま
つ
り
に
文

化
的
な
華
を
そ
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
16
回
く
り
は
ら
健
康
福
祉
友
の
会

10月18日

450名
10月11日
450名

10月4日

2000名

　
名
称
変
更
後
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
で
初
開
催
。
ま
ず
は
キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ

ン
ス
「
ク
ラ
ッ
プ
ス
」
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
。
東
北
大
「
パ
リ
ロ
ス
」
の
ア

カ
ペ
ラ
、
友
の
会
民
謡
サ
ー
ク
ル
、
東
北
大
星
陵
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
続
き

ま
し
た
。昼
は
、来
場
者
も
加
わ
り「
友
の
会
音
頭
」な
ど
踊
り
、締
め
は「
ほ

う
ね
ん
座
」の
勇
壮
な「
太
鼓
」。
そ
し
て
大
抽
選
会
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
作
品
に
見
入
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
多
く
の
人
が
。
フ
リ
マ
も
売
れ
ゆ
き
好
調
。

健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
あ
ち

こ
ち
で
行
列
が
で
き
、

運
動
コ
ー
ナ
ー
で
は
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
気
持
ち
よ

く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
薬
剤
師
体
験
や
ち

び
っ
こ
広
場
も
に
ぎ
や
か
。

模
擬
店
も
完
売
続
出
。『
来

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。』
と
い
う
声
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

模
擬
店
は
完
売
続
出

10月25日
350名

盛
り
上
が
る
会
場

齋
藤
所
長
が
講
演

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

満員状態の健
康コーナー

参加者もいっしょに気持ちよく体操しました

元気いっぱいのかわいい「すずめ踊り」 雨のため待合室で行われたバザー。
34000 円の売り上げになりました

勇
壮
な
多
田
川
太
鼓

好評だった認知症講演

会員さんによ
る 3Ｂ体操
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◇出会いから17年
　私が日本舞踊を習い始めたのは６歳の時、今年で17年目
になります。きっかけは地元のお祭りでした。小さい頃か
ら踊ることが好きで、飽きることなく家族に自作自演の踊り
を披露したりしていたそうです。今年、家元先生からお名
前を頂き、名取りとなり、いつかは…と思っていた夢が叶い
ました。頂いた名前に恥じないように、もっと大きな舞台に
立てるように、これからも好きな踊りを続けていきたいと思
っています。

◇わたしを表現できる舞台
　私の出身である陸前高田市で開催される市民芸術祭に毎年参加しています。今年も11月末の芸
術祭に向けてお稽古中です。今回は母と妹と親子３人で舞台に立ちます。
　芸術祭の他にもボランティアとして地元の介護老人保健施設を訪問して利用者の方 と々一緒に
踊ったこともあり、さまざまな経験をさせてもらっています。今、こうして医療・福祉の仕事に携
わっていることも何かの縁なのかなと感じます。

◇新たな嬉しい出会い
　ある患者さんとお話をしていると、なんと、趣味は日本舞
踊とのこと。「私も習っているんですよ」と言ったら、「あら！
そうなの？私○○流なの！あなたは？」「踊りは礼儀作法も
身に付くし、背筋もシャキッとするしいいわよね～」と嬉し
そうに話してくれました。共通の話題で話も弾み、こんな
嬉しい出会いがありました。

 長町病院相談室　社会福祉士 村上　華帆

わたしと日本舞踊

写真右が８歳の私

左から母、私、妹
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